
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要
第60号　2025年12月　抜刷

Journal of Humanities and Social Sciences
Okayama University Vol. 60 2025

龍　野　有　子
TATSUNO, Yuko

On Ten-nyo (Heavenly Maidens) with Wings, Part 13:
The Ceiling of the Main Gate of the Higashi

Hongan-ji Temple by Takeuchi Seiho and its Surroundings

「有翼の天女図」十三考
― 竹内栖鳳による東本願寺御影堂門の天井画とその周辺 ―
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は
じ
め
に

　

和
田
英
作
が
東
京
で
帝
国
劇
場
の
観
覧
席
の
た
め
の
天
井
画
《
羽
衣
》
を
制
作

し
て
い
た
の
と
同
じ
頃
、
京
都
で
は
竹
内
栖
鳳
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
が
東

本
願
寺
御
影
堂
門
（
山
門
）
の
楼
上
天
井
画
《
飛
天
舞
楽
図
》
を
手
掛
け
て
い

た
一
。
こ
ち
ら
は
羽
衣
説
話
を
主
題
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
純
然
た
る
仏
教
主

題
と
し
て
の
飛
天
群
像
で
あ
る
。
こ
の
天
井
画
は
諸
般
の
事
情
か
ら
完
成
さ
れ
る

こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
が
、
奏
楽
散
華
し
つ
つ
虚
空
を
飛
行
す
る
半
裸
の
菩
薩

形
の
天
人
の
大
群
像
を
、
女
性
裸
体
モ
デ
ル
を
用
い
た
人
体
研
究
に
基
づ
い
て
、

等
身
大
を
超
え
る
規
模
で
描
く
と
い
う
前
代
未
聞
の
構
想
や
、
門
下
の
画
家
を
動

員
し
て
の
制
作
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ぬ
新
聞
雑
誌
記
事
が
随
時
報
じ

て
い
た
話
題
作
で
あ
っ
た
。
栖
鳳
に
よ
る
こ
の
未
完
の
天
井
画
は
、
翼
な
し
で
飛

一　

こ
の
天
井
画
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
論
考
が
同
時
代
資
料
に
基
づ

く
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
平
野
重
光
「
昇
天
し
て
し
ま
っ
た
雀
と
天
女
の
話
」（『
竹
内
栖
鳳

展　

芸
苑
余
話
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
、
第
二
話
）、
廣
田
孝
司
「
栖
鳳
の
人
物
画
」

（『
竹
内
栖
鳳　

近
代
日
本
画
の
源
流
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
二
章
第
二
節
）、

貝
田
圭
子
「
竹
内
栖
鳳
の
人
体
表
現
―
東
本
願
寺
御
影
堂
門
天
井
画
を
中
心
に
」（『
実
践
女

子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
二
七
巻
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
九
一
～
一
一
一
頁
）。
ま
た
『
京

都
日
出
新
聞
』
の
栖
鳳
関
連
記
事
に
つ
い
て
は
、
平
野
重
光
『
栖
鳳
芸
談
「
日
出
新
聞
」
切

抜
帳
』（
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
が
主
要
な
も
の
を
ま
と
め
て
い
る
。

翔
す
る
半
裸
の
女
人
像
と
し
て
の
天
人
像
の
流
行
に
火
を
着
け
、「
翼
型
の
羽
衣

を
伴
っ
て
飛
翔
す
る
天
人
」
と
い
う
図
像
的
系
譜
が
否
認
さ
れ
て
ゆ
く
契
機
を
提

供
す
る
形
と
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
天
井
画
と
、
こ
れ
に
続
く
裸
婦
像
と
し
て
の

天
人
像
の
流
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
東
本
願
寺
御
影
堂
門
楼
上
天
井
画
《
飛
天
舞
楽
図
》
概
要

　

東
本
願
寺
の
御
影
堂
門
は
、
幕
末
の
蛤
御
門
の
変
で
焼
失
し
た
伽
藍
の
再
建
事

業
の
一
環
と
し
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
の
親
鸞
上
人
六
五
〇
回

御
遠
忌
を
期
し
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
に

着
工
さ
れ
て
い
る
。
楼
上
に
は
釈
迦
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
、
天
井
は
飛
天
群
像
で

飾
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
天
井
画
を
栖
鳳
に
委
嘱
し
た
の
は
、
明
治
四
十

一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
に
第
二
十
三
代
法
主
と
な
っ
た
彰
如
（
大
谷
光
演
、

句
仏
上
人
、
一
八
七
五
～
一
九
四
三
）
で
あ
る
。
彰
如
と
栖
鳳
の
関
係
は
、
明
治

十
八
年
（
一
八
八
五
）
春
に
彰
如
が
祖
父
で
あ
る
第
二
十
一
代
法
主
厳
如
に
伴
わ

れ
て
東
海
道
か
ら
東
京
を
経
て
新
潟
へ
と
巡
遊
し
た
際
に
、
栖
鳳
が
師
で
あ
る
幸

野
楳
嶺
と
と
も
に
随
行
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
以
来
親
密
な
交
友
が
続
い
て
い
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た
二
。

　

御
影
堂
門
の
天
井
画
が
栖
鳳
に
委
嘱
さ
れ
た
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
京

都
画
壇
の
動
静
を
こ
と
細
か
に
伝
え
る
『
京
都
日
出
新
聞
』
が
こ
の
天
井
画
の
委

嘱
に
つ
い
て
最
初
に
報
じ
て
い
る
の
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
一
日

の
記
事
三
だ
が
、
そ
の
数
日
後
に
は
栖
鳳
が
こ
の
天
井
画
を
「
揮
毫
す
る
と
の
噂

は
兼
て
よ
り
あ
つ
た
」
と
『
読
売
新
聞
』
が
伝
え
て
い
る
四
。
そ
の
後
、
七
月
十

四
日
に
は
「
小
下
絵
に
着
手
し
つ
ゝ
あ
る
」
こ
と
五
、
九
月
二
十
八
日
に
は
構
想

が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
六
、
十
一
月
十
七
日
に
は
大
下
絵
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
こ
と
七
が
報
じ
ら
れ
た
。
栖
鳳
は
天
井
画
に
専
念
す
る
た
め
こ
の
年
秋
の
第

四
回
文
展
に
は
出
品
し
て
い
な
い
が
、
審
査
員
と
し
て
上
京
し
て
お
り
、
十
一
月

に
は
完
成
前
の
帝
劇
の
天
井
画
を
見
学
し
て
い
る
八
。

　

こ
の
間
に
、
東
本
願
寺
の
境
内
に
は
大
下
絵
の
制
作
の
た
め
七
十
坪
の
広
大
な

画
室
が
設
置
さ
れ
九
、
助
手
と
し
て
西
村
五
雲
（
一
八
七
七
～
一
九
三
八
）、
西
山

翠
嶂
（
一
八
七
九
～
一
九
五
八
）、
土
田
麦
僊
（
一
八
八
七
～
一
九
三
六
）、
森
月

二　

平
野
重
光
「
楳
嶺
・
栖
鳳
の
足
跡
を
北
越
路
に
追
う
話
―
明
治
十
八
年
の
北
越
探
勝
の

こ
と
」『
竹
内
栖
鳳　

芸
苑
余
話
』
第
三
話
。

三　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
一
日
。

四　
「
京
都
特
信
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
五
日
。

五　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
七
月
十
四
日
。

六　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
九
月
二
十
八
日
。

七　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
十
一
月
十
七
日
。

八　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
十
一
月
一
九
日
。
栖
鳳
と
和
田
の
接
点

に
つ
い
て
は
貝
田
（
二
〇
一
三
）
九
九
頁
。

九　

真
宗
大
谷
派
『
宗
報
』
第
百
四
号
（
一
九
一
〇
年
五
月
二
十
五
日
）
は
画
室
は
六
月
に

竣
工
の
予
定
と
報
じ
て
い
る
（
平
野
（
一
九
八
六
）
六
〇
頁
註
２
）。

城
（
一
八
八
七
～
一
九
六
一
）
ら
多
数
の
門
下
が
参
加
し
て
い
る
一
〇
が
、
当
初

完
成
を
目
指
し
て
い
た
御
遠
忌
法
要
に
は
間
に
合
わ
ず
、
そ
の
後
も
制
作
が
続
行

さ
れ
る
。
し
か
し
天
井
板
の
脂
の
滲
出
へ
の
対
応
と
い
っ
た
技
術
的
困
難
一
一
や
、

天
人
の
モ
デ
ル
を
務
め
て
い
た
女
性
の
急
死
に
よ
る
モ
デ
ル
の
交
代
、
こ
れ
に
伴

う
も
の
を
含
め
た
度
重
な
る
構
想
の
変
更
に
加
え
、
助
手
た
ち
や
栖
鳳
自
身
の
多

忙
も
あ
っ
て
制
作
は
難
航
し
、
新
た
な
完
成
期
限
と
し
て
設
定
さ
れ
た
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
四
月
二
十
二
日
の
楼
門
三
尊
遷
座
式
に
な
っ
て
も
完
成
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
制
作
は
そ
の
後
も
さ
ら
に
二
年
余
り
は
断
続
的
に
続
け
ら
れ
た

が
一
二
、
や
が
て
完
全
に
途
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
天
井
画
に
つ
い
て
は
、
楼
門
の
中
之
間
の
天
井
に
対
応
す
る
大
き
さ
の
紙

本
墨
画
の
未
完
の
大
下
絵
（
図
①
④
）
一
三
が
東
本
願
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

《
散
華
》
の
名
称
で
知
ら
れ
る
二
点
の
絹
本
着
色
画
と
多
数
の
準
備
素
描
が
京
都

市
京
セ
ラ
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
、大
下
絵
に
は
六
体
、二
点
の
《
散

華
》
の
う
ち
金
地
の
作
（
図
②
）
に
は
十
体
、
青
地
の
作
（
図
③
）
に
は
三
体
の

菩
薩
形
の
天
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
金
地
《
散
華
》
の
縦
横
比
率
は
楼
門
の
中
之

一
〇　
「
京
都
特
信
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
七
月
一
二
日
。

一
一　

黒
田
天
外
記
「
夏
夕
閒
談
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
三
日
お
よ
び
横
川

毅
一
郎
「
巨
匠
竹
内
栖
鳳
」『
中
央
美
術
』
一
九
二
四
年
十
二
月
号
。

一
二　
「
問
題
の
ソ
ロ
〳
〵
◆
竹
内
栖
鳳
画
伯
東
本
願
寺
遠
望
の
事
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
七

年
七
月
八
日
。

一
三　

現
状
は
各
七
七
六
×
三
五
四
セ
ン
チ
の
三
幅
に
分
割
さ
れ
て
い
る
（『
親
鸞
展　

生
涯

と
ゆ
か
り
の
名
宝
』
図
録
、
京
都
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
出
品
番
号
一
二
八
）。
な
お
、

こ
の
大
下
絵
は
全
体
を
撮
影
し
た
写
真
で
は
図
様
が
判
別
困
難
で
あ
る
た
め
、『
國
畫
』
第

二
巻
十
二
号
（
一
九
四
二
年
十
二
月
）
の
竹
内
栖
鳳
追
悼
特
集
に
掲
載
の
川
本
参
江
に
よ
る

構
図
全
体
の
見
取
図
を
掲
出
す
る
。
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間
、
青
地
《
散
華
》
は
脇
之
間
の
天
井
の
縦
横
比
率
と
一
致
す
る
一
四
。
準
備
素
描

の
中
に
は
コ
ン
テ
や
鉛
筆
を
用
い
た
裸
体
モ
デ
ル
の
写
生
図
や
構
図
習
作
の
ほ
か
、

天
人
を
単
体
で
描
い
た
等
身
大
規
模
の
習
作
（
図
⑤
）
一
五
も
見
ら
れ
る
。
構
図
習

作
の
中
に
は
様
々
な
姿
勢
を
と
る
天
人
の
姿
を
各
々
別
個
に
描
い
た
紙
葉
が
切
り

貼
り
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
群
像
と
し
て
の
構
成
を
推
敲
す
る
作
業
過
程
が
窺
わ

れ
る
。

　

こ
の
天
井
画
は
、
結
果
的
に
未
完
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
本
格
的
な
制
作
が

開
始
さ
れ
る
以
前
か
ら
「
旧
い
型
か
ら
脱の

が

れ
て
」
一
六
「
独
創
の
構
図
、
描
法
を
試

む
る
決
心
」
一
七
が
喧
伝
さ
れ
て
い
た
話
題
作
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
日
本
画
家
と

し
て
は
前
例
の
な
い
女
性
裸
体
モ
デ
ル
を
用
い
た
制
作
に
つ
い
て
は
、
批
判
含
み

の
注
目
を
大
い
に
集
め
て
い
た
。

二
、
女
体
へ
の
挑
戦
と
モ
デ
ル
の
使
用

　

栖
鳳
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
パ
リ
万
博
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
て
渡
欧

す
る
以
前
か
ら
人
体
比
例
や
人
体
解
剖
学
に
関
心
を
示
し
て
は
い
た
一
八
。
し
か
し

元
来
、
栖
鳳
は
人
物
画
を
得
手
と
す
る
画
家
で
は
な
い
。
彼
の
本
領
が
即
物
写
生

を
基
盤
と
す
る
動
物
画
に
あ
る
こ
と
は
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
故

一
四　
『
栖
鳳
・
松
園　

本
画
と
下
絵
展
』
図
録
、
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
一
一
一
頁
。

一
五　

同
図
録
出
品
番
号
④
。
全
図
は
三
八
九
・
四
×
二
九
一
セ
ン
チ
。

一
六　
「
京
都
特
信
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
五
日
。

一
七　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
一
日
お
よ
び
「
京
都
特
信
」『
読

売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
五
日
。

一
八　

廣
田
（
二
〇
〇
〇
）
七
〇
～
八
四
頁
。

に
、
天
井
画
の
委
嘱
に
先
立
つ
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
の
第
三
回
文

展
に
出
品
さ
れ
た
舞
妓
図
《
ア
レ
夕
立
に
》（
高
島
屋
資
料
館
、
図
⑥
）
は
議
論

を
呼
ん
だ
。
栖
鳳
と
は
旧
知
の
『
京
都
日
出
新
聞
』
の
美
術
記
者
黒
田
天
外
は
人

物
画
へ
の
果
敢
な
挑
戦
を
擁
護
し
一
九
、
日
本
画
家
の
鏑
木
清
方
は
「
実
に
気
の
利

い
た
色
と
筆
」
を
賞
賛
し
た
が
二
〇
、『
読
売
新
聞
』
の
美
術
記
者
節
庵
こ
と
滝
精

一
は
装
飾
的
な
軽
佻
浮
薄
へ
の
傾
斜
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
二
一
。
さ
ら
に
洋
画
家
の
鹿

子
木
孟
郎
は
「
人
体
を
生
理
的
、
物
理
的
に
研
究
し
た
も
の
ゝ
の
眼
か
ら
見
」
た

人
体
描
写
の
拙
さ
を
批
判
し
、「
写
実
に
拘
泥
し
て
而
も
竟
に
纏
ま
ら
な
か
つ
た
」

「
失
敗
の
作
」
と
断
じ
て
、
本
領
た
る
花
鳥
動
物
に
立
ち
戻
る
よ
う
促
し
て
い

る
二
二
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
浅
子
な
る
十
二
歳
の
舞
妓
が
舞
姿
の
モ
デ
ル
を
務
め
、
頭
部

は
栖
鳳
の
長
女
園
子
を
モ
デ
ル
と
し
て
二
三
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
生
が
重
ね
ら
れ
る
と

と
も
に
、舞
姿
を
撮
影
し
た
写
真
も
参
照
さ
れ
た
二
四
。
栖
鳳
は
自
作
の
意
図
が「
舞

一
九　

黒
田
天
外
記
「
栖
鳳
氏
作
の
舞
子
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
九
年
十
月
十
三
日
。

二
〇　
「
文
部
省
美
術
展
覧
会
合
評
」『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
一
月

之
巻
、
二
十
九
頁
。

二
一　

節
庵
「
文
部
省
美
術
展
覧
会
評
（
二
）」『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
九
年
十
月
二
十
日
。

二
二　

鹿
子
木
孟
郎
「
公
設
展
覧
会
の
日
本
画
管
見
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
九
年
十
一

月
七
日
。

二
三　

竹
内
逸
「《
ア
レ
夕
立
に
》
作
品
解
説
」『
竹
内
栖
鳳
名
作
展
』
図
録
、
渋
谷
東
横
、
一

九
五
七
年
、
一
〇
頁
。

二
四　

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
栖
鳳
旧
蔵
ア
ル
バ
ム
に
は
栖
鳳
宅
の
庭
で

撮
影
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
舞
妓
の
写
真
八
枚
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
廣
田
（
二
〇
〇
〇
）
一

〇
一
頁
）
ほ
か
、
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
に
も
同
様
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
（
京
都
市
京

セ
ラ
美
術
館
編
『
竹
内
栖
鳳　

破
壊
と
創
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
青
幻
舎
、
二
〇
二
三
年
、
七

〇
頁
）。



岡
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妓
が
舞
ふ
瞬
間
の
美
」を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
、「
唯
一
つ
の
意
外
の
困
難
」

は
舞
妓
の
「
姿
の
不
自
然
な
事
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。
二
五裸

に
す
る
と
蛙
の
様
な
十
二
、
三
の
少
女
が
、
パ
ツ
と
し
た
華
や
か
な
あ
の

衣
裳
を
着
け
る
と
、
忽
ち
目
も
覚
む
る
計
り
に
見
ゆ
る
と
同
時
に
、
何
と
な

く
不
自
然
に
見
ゆ
る
。
頭
の
髷
は
大
き
く
、
顔
は
広
い
、
衣
服
は
長
い
、
不

自
然
に
見
え
る
は
当
然
で
す
。
そ
の
不
自
然
の
と
こ
ろ
に
畢
竟
舞
妓
の
美
と

申
す
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
す
。

　

栖
鳳
が
求
め
た
「
舞
妓
の
美
」
は
、
鹿
子
木
が
「
生
理
的
、
物
理
的
に
研
究
し

た
」
と
い
う
西
欧
流
の
理
想
的
人
体
と
は
乖
離
し
た
「
蛙
の
様
な
」
身
体
が
華
麗

な
衣
裳
に
包
ま
れ
て
舞
う
、そ
の
動
き
の
中
に
立
ち
現
れ
る
「
瞬
間
の
美
」
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
栖
鳳
の
眼
に
と
っ
て
さ
え
も
「
不
自
然
」
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ

故
に
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
、
本
画
で
は
衣
服
の
下
の
貧
弱
な
肉
体
か
ら
眼
を
逸

ら
す
か
の
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
衣
裳
美
の
演
出
と
技
巧
の
誇
示
に
注
力
し
て
お

り
二
六
、
技
法
的
に
困
難
な
群
青
の
付
立
て
に
よ
る
濃
彩
の
衣
と
、
琳
派
風
の
図
様

を
水
墨
風
に
描
い
た
帯
の
対
比
に
、
濃
厚
な
金
と
朱
の
扇
を
加
え
て
、
量
塊
性
を

排
除
し
た
平
面
的
で
装
飾
的
か
つ
極
度
に
技
巧
的
な
造
形
処
理
を
施
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
同
業
の
日
本
画
家
で
あ
る
鏑
木
清
方
は
共
感
を
も
っ
て
、

二
五　

大
容
堂
主
人
「
栖
鳳
の
舞
妓
と
世
評
（
下
）」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
九
年
十
一
月

十
四
日
。

二
六　

栖
鳳
の
人
物
画
が
「
衣
裳
画
」
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
傾
向
に
つ
い
て
は
、
福
永
知
代
「
竹

内
栖
鳳
の
人
物
画
に
お
け
る
衣
裳
表
現
の
意
味
」
美
術
史
学
会
第
五
十
回
全
国
体
系
研
究
発

表
要
旨
、『
美
術
史
』
一
四
三
号
、
一
九
九
七
年
十
月
、
一
一
八
～
一
一
九
頁
。

批
評
家
で
あ
る
滝
精
一
は
多
分
に
疑
念
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
注
目
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　

東
本
願
寺
の
天
井
画
は
、
こ
の
作
品
に
続
く
人
物
表
現
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩
薩
形
の
飛
天
の
群
像
と
い
う
主
題
は
、
舞
妓
図
と

は
全
く
異
質
な
課
題
を
突
き
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
。
平
面
的
で
装
飾
的
な
衣
裳
美

／
意
匠
美
に
造
形
的
表
現
を
託
す
こ
と
が
で
き
た
舞
妓
図
と
は
異
な
り
、
等
身
大

規
模
の
半
裸
形
の
飛
天
群
像
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
、
説
得
力
を
持
っ
た
女
体
の

造
形
が
必
須
の
課
題
と
な
る
。
裸
体
モ
デ
ル
の
使
用
は
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
で
あ
っ
た
が
、
風
俗
画
で
あ
る
舞
妓
図
で
は
即
物
写
生
に
立
脚
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
に
対
し
、
仏
堂
装
飾
と
し
て
の
飛
天
図
で
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
経
軌
と
先

行
作
例
が
規
定
す
る
図
像
学
的
要
請
に
従
う
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
掛
物
形

式
の
単
独
人
物
像
で
あ
る
《
ア
レ
夕
立
に
》
と
は
異
な
り
、
天
井
画
は
仰
瞰
を
前

提
と
す
る
群
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
の
構
図
法
に
つ
い
て
も
個
々
の
人
像
に

対
す
る
視
点
に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
方
法
論
を
導
入
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。

　

栖
鳳
は
天
井
画
の
構
想
開
始
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
東
本
願
寺
別
院
の
長
浜
御

坊
大
通
寺
の
大
門
の
天
井
画
を
見
学
し
て
い
る
二
七
。
大
通
寺
の
大
門
は
東
本
願
寺

の
御
影
堂
門
の
再
建
に
際
し
て
手
本
と
な
っ
た
建
築
で
あ
り
、
楼
門
の
天
井
に
飛

天
群
像
を
描
く
と
い
う
計
画
も
大
通
寺
大
門
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
天

井
画
は
長
浜
の
狩
野
派
系
の
画
家
大
塚
（
山
縣
）
岐
鳳
（
一
七
七
六
～
一
八
四
六
）

の
手
に
な
る
も
の
で
、
栖
鳳
の
参
照
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
が
「
脱
れ
」
よ
う

と
し
た
「
旧
い
型
」
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
栖
鳳

二
七　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
五
月
一
日
。
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の
参
照
が
確
認
さ
れ
る
作
例
と
し
て
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
お
よ
び
日
野
薬
師
法

界
寺
の
阿
弥
陀
堂
内
陣
壁
画
の
飛
天
図
二
八
の
ほ
か
、
高
野
山
有
志
八
幡
構
十
八

箇
院
の
《
阿
弥
陀
衆
生
来
迎
図
》
の
東
京
美
術
学
校
所
蔵
の
模
写
二
九
、
東
寺
の
十

二
天
像
三
〇
な
ど
が
あ
り
、『
稿
本
日
本
美
術
史
』
所
収
の
《
普
賢
菩
薩
像
》（
東

京
国
立
博
物
館
）
の
木
版
挿
絵
も
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
三
一
。

　

古
画
研
究
を
経
て
明
治
四
十
三
年
の
秋
頃
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
三
二
二
点
の
《
散
華
》
で
は
、
上
半
身
を
露
わ
に
し
た
天
人
像
の
人
体
造
形
は

い
ま
だ
稚
拙
で
あ
り
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
裸
体
写
生
図
の
反
映
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
金
地
《
散
華
》
の
十
体
の
群
像
は
画
面
左
下
か
ら
右
上
へ
と
上
昇
す
る

形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、青
地
《
散
華
》
で
は
三
体
の
天
人
像
は
「
し
」

の
字
を
描
く
よ
う
な
下
降
と
上
昇
を
伴
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
掛

物
形
式
に
準
ず
る
天
地
を
伴
っ
た
構
図
で
あ
り
、
い
ま
だ
仰
瞰
は
意
識
さ
れ
て
い

な
い
。
同
年
十
月
に
は
、三
度
画
稿
を
改
め
て
『
法
苑
珠
林
』
所
説
の
天
人
に
「
新

意
匠
を
加
へ
」、「
中
央
は
十
餘
人
天
人
雲
中
に
飛
翔
せ
る
姿
を
描
き
左
右
は
種
々

二
八　

竹
内
栖
鳳
「
将
来
の
日
本
画
と
モ
デ
ル
問
題
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
一
年
七
月

六
日
。

二
九　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
六
月
十
九
日
お
よ
び
「
京
都
特
信
」『
読

売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
七
月
十
二
日
。
こ
の
模
写
に
つ
い
て
は
貝
田
（
二
〇
一
三
）
九
七
～

九
八
頁
。

三
〇　

西
山
翠
嶂
「
栖
鳳
先
生
を
憶
ふ
」『
中
央
公
論
』
一
九
四
二
年
十
月
号
、
一
八
二
頁
。

三
一　

貝
田
（
二
〇
一
三
）
九
八
頁
。

三
二　

廣
田
（
二
〇
〇
〇
）
一
〇
四
頁
で
は
『
京
都
日
出
新
聞
』
の
記
事
と
の
関
係
か
ら
明
治

四
十
四
年
七
月
の
制
作
と
見
る
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
人
体
表
現
の
未
成
熟
か
ら
モ
デ

ル
の
使
用
以
前
の
段
階
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

な
る
楽
器
を
抱
け
る
天
女
を
現
は
せ
る
」
構
想
に
決
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る

が
三
三
、
仰
瞰
を
意
識
し
た
構
図
の
導
入
は
、
そ
の
後
の
十
一
月
に
帝
劇
の
天
井
画

を
見
学
し
た
こ
と
三
四
が
契
機
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
女
性
モ
デ
ル
を
使
用
し

た
人
体
研
究
が
開
始
さ
れ
る
の
も
こ
の
時
期
以
降
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
の
京
都
で
は
、
い
ま
だ
裸
体
モ
デ
ル
を
務
め
る
女
性
は
見
出
し
が
た

く
、
栖
鳳
は
第
四
回
文
展
の
審
査
の
た
め
出
張
し
て
い
た
東
京
で
モ
デ
ル
を
探
し

て
い
る
三
五
。
こ
の
時
に
起
用
さ
れ
た
岡
田
み
ど
り
は
東
京
の
画
壇
で
は
よ
く
知
ら

れ
た
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
第
四
回
文
展
で
二
等
賞
を
獲
得
し
文
部
省
買

上
げ
と
な
っ
た
荻
原
守
衛
（
一
八
七
九
～
一
九
一
〇
）
の
遺
作
《
女
》（
石
膏
原

型
は
東
京
国
立
博
物
館
）
の
モ
デ
ル
を
務
め
た
件
に
つ
い
て
は
、
後
に
尾
鰭
を
つ

け
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
三
六
。
み
ど
り
は
栖
鳳
が
東
京
に
留
ま
っ
て
い
る
間

に
入
京
し
、
栖
鳳
の
留
守
中
か
ら
早
速
弟
子
た
ち
の
写
生
の
具
と
な
っ
て
、
土
田

麦
僊
が
翌
明
治
四
十
四
年
の
第
五
回
文
展
で
褒
状
を
得
る
こ
と
に
な
る
卒
業
制
作

品
《
髪
》（
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
の
モ
デ
ル
を
務
め
て
い
る
三
七
。
ま
た
天
井
画

三
三　
「
時
報
」『
美
術
新
報
』
第
九
巻
第
十
二
号
（
通
巻
一
九
三
号
）
一
九
一
〇
年
十
月
一
日
、

十
五
頁
。

三
四　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
十
一
月
十
九
日
。

三
五　
「
東
京
の
画
家
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
〇
年
十
月
二
十
三
日
。
こ
の
記
事
で
は
横

山
大
観
が
自
分
の
妻
を
モ
デ
ル
に
す
る
よ
う
申
し
出
て
栖
鳳
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
同
日
の
「
美
術
工
芸
」
欄
は
適
切
な
モ
デ
ル
が
見
つ
か
っ
て
近
日
中
に
入

京
の
予
定
と
報
じ
て
い
る
。

三
六　
「
芸
術
と
恋
に
身
を
捧
げ
た
若
き
モ
デ
ル
女
の
ロ
ー
マ
ン
ス
」『
主
婦
之
友
』
一
九
二
四

年
十
一
月
号
。
こ
の
記
事
は
《
絵
に
な
る
最
初
》
の
モ
デ
ル
を
み
ど
り
と
誤
認
し
て
い
る
。

三
七　

徳
美
大
容
堂
「
栖
鳳
・
玉
堂
両
翁
と
句
佛
上
人
（
栖
鳳
画
伯
の
言
葉
か
ら
、十
一
）」『
美

之
国
』
十
二
巻
一
号
、
一
九
三
六
年
一
月
、
二
六
～
二
七
頁
。
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と
平
行
し
て
津
田
青
楓
（
一
八
八
〇
～
一
九
七
八
）
や
黒
猫
会
、
仮
面
会
の
た
め

の
モ
デ
ル
も
務
め
た
ほ
か
、
文
学
者
と
の
交
流
も
持
っ
て
お
り
、
京
都
で
は
話
題

の
人
と
な
っ
て
い
た
三
八
。
栖
鳳
の
天
井
画
に
対
す
る
京
都
界
隈
の
関
心
は
、
モ
デ

ル
に
対
す
る
興
味
と
相
半
ば
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
す
ら
見
受
け
ら
れ
る
。

　

栖
鳳
が
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
天
人
像
を
造
形
し
よ
う
と
し
た
の
は
、「
従
来
の

架
空
的
描
写
を
避
け
人
間
的
天
女
を
現
さ
ん
と
す
る
三
九
」
た
め
で
あ
っ
た
が
、
日

本
画
家
と
し
て
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
裸
体
モ
デ
ル
の
使
用
に
つ
い
て
は
批
判
も

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
栖
鳳
は
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
四
〇
。

東
本
願
寺
の
天
井
画
に
女
の
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
、
ア

チ
コ
チ
か
ら
チ
ヨ
イ
〳
〵
と
非
難
の
声
が
聞
え
る
や
う
で
す
。（
中
略
）
天

女
を
描
く
に
モ
デ
ル
は
無
用
だ
と
い
ふ
人
は
、
古
画
の
み
に
則
れ
と
の
こ
と

で
せ
う
。
譬
へ
ば
法
隆
寺
の
壁
画
に
し
て
も
、
日
野
薬
師
の
天
女
に
し
て
も
、

今
日
の
眼
で
見
れ
ば
余
程
欠
点
が
あ
る
。
若
し
今
日
の
画
家
が
ア
ン
ナ
風
に

描
く
な
ら
ば
、
寧
ろ
欠
点
や
短
所
ば
か
り
が
人
の
眼
を
惹
い
て
、
ド
ン
ナ
非

難
攻
撃
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
。
古
画
の
精
神
も
形
式
も
今
日
の
参
考
と
し

て
充
分
の
敬
意
を
払
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
一
に
も
古
画
、
二
に
も
古
画
、
遂

に
古
画
の
上
に
は
出
ら
れ
な
い
も
の
ゝ
や
う
に
主
張
す
る
人
は
今
日
の
芸
術

を
語
る
資
格
が
な
い
や
う
で
す
。

　

こ
の
発
言
は
当
初
の
完
成
予
定
を
過
ぎ
た
明
治
四
十
四
年
七
月
六
日
に
公
に
さ

三
八　

岡
田
み
ど
り
の
京
都
で
の
足
跡
に
つ
い
て
は
貝
田
（
二
〇
一
三
）
一
〇
一
頁
。

三
九　
「
消
息
」『
美
術
新
報
』
第
十
巻
五
号
（
通
巻
一
九
八
号
）、
一
九
一
一
年
三
月
、
三
三
頁
。

四
〇　

竹
内
栖
鳳
「
将
来
の
日
本
画
と
モ
デ
ル
問
題
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
一
年
七
月

六
日
。

れ
た
も
の
で
、
こ
の
三
か
月
余
り
後
に
は
中
之
間
天
井
の
構
図
が
ほ
ぼ
決
定
し
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
四
一
、
十
一
月
三
日
に
は
み
ど
り
が
一
時
帰
郷
し
た
東
京
で

急
死
し
て
い
る
四
二
。
即
物
写
生
を
制
作
の
基
盤
に
据
え
る
栖
鳳
に
と
っ
て
モ
デ
ル

は
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
は
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
栖
鳳
は

直
ち
に
後
任
を
探
し
求
め
て
い
る
。

　

新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
雇
わ
れ
た
佐
藤
文
枝
は
や
は
り
東
京
出
身
で
、
翌
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
に
は
い
ま
だ
モ
デ
ル
馴
れ
し
な
い
文
枝
の
扱
い
に

栖
鳳
が
苦
心
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
四
三
、
こ
の
こ
と
が
後
述
の
《
絵

に
な
る
最
初
》
の
題
材
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
新
た
な
モ
デ
ル
の
肢
体

は
前
任
者
よ
り
天
女
向
き
と
も
評
さ
れ
て
い
る
が
四
四
、
モ
デ
ル
の
写
生
に
基
づ
い

て
天
人
の
姿
態
を
造
形
し
よ
う
と
す
る
以
上
、
モ
デ
ル
の
変
更
は
図
様
の
変
更
に

直
結
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
存
す
る
大
下
絵
お
よ
び
こ
れ
に
直
結
す
る
写
生

図
や
習
作
は
、
こ
の
モ
デ
ル
変
更
の
後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
が
、
そ

れ
ら
の
制
作
時
期
の
特
定
は
容
易
で
は
な
い
。

　

モ
デ
ル
の
交
代
後
、
栖
鳳
は
天
井
画
の
年
内
完
成
を
目
指
し
て
お
り
四
五
、
十
一

月
下
旬
に
は
楼
門
内
で
本
画
制
作
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
た
め
の
準
備

と
し
て
寺
側
が
行
っ
た
清
掃
作
業
の
た
め
に
「
下
図
」
が
掻
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
、

四
一　
「
工
作
場
彙
報
（
十
月
二
十
三
日
調
）」『
宗
報
』
一
二
一
号
、
真
宗
大
谷
派
、
一
九
一

一
年
一
〇
月
二
十
五
日
、
五
四
三
頁
。

四
二　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
一
年
十
一
月
十
二
日
。

四
三　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
二
年
二
月
十
一
日
。

四
四　

同
上
お
よ
び
徳
美
大
容
堂
（
一
九
三
六
）
二
六
～
二
七
頁
。

四
五　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
二
年
十
月
二
十
二
日
。



「
有
翼
の
天
女
図
」
十
三
考
　
　
龍
野
有
子

（27）

頓
挫
し
た
と
い
う
四
六
。
こ
の
時
に
損
傷
し
た
「
下
図
」
を
現
存
の
大
下
絵
と
見
る

向
き
も
あ
る
が
四
七
、
明
け
て
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
七
日
の
『
京
都
日
出

新
聞
』
は
七
人
の
天
人
が
描
か
れ
る
予
定
と
報
じ
て
お
り
四
八
、
現
存
す
る
大
下
絵

の
六
体
か
ら
な
る
構
図
と
は
異
な
る
。

　

そ
の
後
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
年
元
旦
に
報
じ
ら
れ
た
栖
鳳
の
談
話
四
九

で
は
、中
之
間
の
天
人
の
一
人
は
鼗
鼓
と
鶏
婁
を
持
ち
、も
う
一
人
は
三
鼓
を
持
っ

て
舞
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
大
下
絵
で
は
い
ず
れ
の
天
人
も
何
も
手
に

し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
こ
の
翌
月
に
は
、
下
絵
が
一
旦
ほ
ぼ
完
成
し
た
も
の
の
、「
古
代
イ
ン

ド
の
仏
式
な
る
鳥
向
楽
を
取
り
調
べ
た
結
果
、
断
然
改
作
を
決
意
し
新
に
モ
デ
ル

の
写
生
に
取
り
組
め
り
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
五
〇
。
た
だ
し
「
古
代
イ
ン
ド
の
仏

式
な
る
鳥
向
楽
」
が
何
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
雅
楽
に
は
弘
仁
年
間
に

作
曲
さ
れ
た
船
楽
『
鳥
向
楽
』
が
あ
り
、
鷁
首
に
向
か
っ
て
奏
す
る
こ
と
か
ら
そ

の
よ
う
に
題
さ
れ
た
が
、
参
向
や
行
道
の
楽
と
し
て
も
用
い
る
五
一
。
平
安
期
の
文

献
五
二
で
は
舞
を
伴
わ
な
い
楽
曲
と
さ
れ
、
近
代
の
文
献
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い

四
六　
「
美
術
彙
報
▲
消
え
た
天
女
」『
書
画
骨
董
雑
誌
』
五
六
号
、
一
九
一
三
年
一
月
、
三
一

～
三
二
頁
。。

四
七　

廣
田
（
二
〇
〇
〇
）
一
〇
七
頁
。

四
八　
「
美
術
工
芸
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
三
年
一
月
七
日
。

四
九　
「
栖
鳳
画
伯
筆
納
の
兎
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
五
年
一
月
一
日
。

五
〇　
『
美
術
新
報
』
一
九
一
五
年
二
月
号
。

五
一　
『
教
訓
抄
』
巻
第
六
、
林
屋
辰
三
郎
編
『
古
代
中
世
藝
術
論
』
日
本
思
想
体
系
二
三
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
二
二
頁
。

五
二　

源
博
雅
が
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
編
纂
し
た
『
新
撰
楽
譜
』、
大
神
基
政
が
長
承
二

年
（
一
一
三
三
）
に
編
纂
し
た
『
龍
鳴
抄
』、
藤
原
師
長
が
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
以
後

る
も
の
の
五
三
、
参
向
に
際
し
て
は
舞
が
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
伴
奏
と
し
て
も
用

い
ら
れ
る
曲
で
あ
る
五
四
。
こ
の
『
鳥
向
楽
』
が
栖
鳳
の
所
謂
「
古
代
イ
ン
ド
の
仏

式
な
る
鳥
向
楽
」
に
当
た
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
天
井
画
の
構
想
に
ど
の
よ
う
に

影
響
し
た
の
か
を
推
定
す
る
の
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
大
正
四

年
の
二
月
に
至
っ
て
も
構
想
に
さ
ら
な
る
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実

と
見
て
よ
い
。

　

現
存
す
る
大
下
絵
が
成
立
し
た
時
期
や
、
こ
れ
が
東
本
願
寺
に
納
め
ら
れ
た
経

緯
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
が
中
之
間
の
天
井
画
の
最
終
的
な
構
想
を
示
す
も
の
と

す
れ
ば
五
五
、
こ
う
し
た
曲
折
を
経
て
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
二
月
以
降
に
成

立
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
下
絵
の
六
体
の
天
人
は
、
画
面
の
中
央
部

に
頭
部
を
向
け
て
飛
翔
す
る
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
仰
瞰
に
対
応
し
た
天
地
を
持

た
な
い
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
天
人
像
は
朱
線
に
墨
線
を
加
え
た
全
裸
像

の
上
に
朱
線
と
墨
線
で
衣
を
加
え
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
衣
が
加
え
ら
れ
て

い
る
の
は
画
面
中
央
や
や
右
下
の
二
体
の
み
で
、
残
る
四
体
は
全
裸
像
の
ま
ま
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
描
き
込
み
が
進
ん
で
い
る
天
衣
を
大
き
く
翻
す
天

人
像
（
図
④
）
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
寸
の
類
似
し
た
姿
勢
の
単
独
習
作
も
残
さ

れ
て
い
る
（
図
⑤
）。
こ
ち
ら
は
全
裸
像
の
輪
郭
は
墨
線
、
衣
は
朱
線
に
よ
っ
て

に
編
纂
し
た
『
仁
智
要
録
』
所
引
の
貞
保
親
王
に
よ
る
「
南
宮
譜
」
な
ど
。

五
三　

明
治
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
類
苑
』
や
大
正
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
田
辺
尚
雄
『
日
本

音
楽
講
話
』
で
も
舞
な
し
と
の
説
明
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
廣
田
（
二
〇
〇
〇
）
一
一
一
頁
。

五
四　
「
鳥
向
楽
」
雅
楽
研
究
所
『
研
楽
庵
』
二
〇
二
〇
年
六
月
六
日
（houteki.blog106.

fc2.com
/blog-entry-2973.htm

l

）。

五
五　

貝
田
（
二
〇
一
三
）
九
五
頁
。
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お
り
、
大
下
絵
と
は
腕
の
位
置
な
ど
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
右
脚
の
膝
か
ら

足
に
か
け
て
は
単
一
の
視
点
が
保
た
れ
て
い
な
い
た
め
不
自
然
な
接
合
と
な
っ
て

お
り
、
写
生
を
重
ね
て
も
短
縮
法
を
伴
う
統
一
的
な
人
体
の
描
写
に
は
困
難
が

あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

他
方
、
こ
の
天
井
画
の
制
作
か
ら
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
の
第
七

回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
《
絵
に
な
る
最
初
》（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
、
図
⑦
）

が
派
生
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、「
三
年
前
よ
り
雇
入
れ
た
る
東
京
芝
の
生
れ

に
て
佐
藤
文
枝
（
十
八
）
と
呼
ぶ
モ
デ
ル
が
、
初
め
て
モ
デ
ル
台
に
立
ち
、
今
し

も
衣
服
を
解
か
ん
と
す
る
際
羞
恥
の
情
湧
き
起
り
し
刹
那
の
気
分
こ
そ
、
日
本
画

と
し
て
新
し
き
試
み
な
り
と
て
其
情
趣
を
描
く
こ
と
」
五
六
を
企
図
し
た
作
と
報
じ

ら
れ
た
。
し
か
し
劇
作
家
・
批
評
家
の
河
野
桐
谷
（
一
八
七
九
～
一
九
四
四
）
は
、

こ
こ
に
羞
恥
の
情
よ
り
も
媚
態
を
見
て
い
る
五
七
。
ま
た
、洋
画
家
の
橋
本
邦
助（
一

八
八
四
～
一
九
五
三
）
は
人
体
把
握
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
五
八
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
作
品
が
描
い
て
い
る
の
は
形
態
と
し
て
の
女
体
で
は
な
く
、
行
為
と
し

て
の
脱
衣
と
そ
の
中
断
で
あ
る
。
こ
の
中
断
さ
れ
た
脱
衣
を
前
に
、
異
性
愛
男
性

の
性
愛
的
な
欲
望
に
支
え
ら
れ
た
想
像
力
は
、
描
か
れ
た
女
性
の
羞
恥
の
情
を
些

か
嗜
虐
的
に
弄
び
つ
つ
、
そ
れ
を
媚
態
と
読
み
替
え
な
が
ら
、
脱
衣
に
よ
っ
て
顕

わ
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
女
体
を
幻
視
す
る
。
こ
の
作
品
は
そ
う
し
た
種
類
の
煽
情
性

を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
断
さ
れ
た
脱
衣
を
永
遠
に
中
断
さ
せ
続
け

五
六　
「
京
都
電
話
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
三
年
一
〇
月
十
四
日
。

五
七　

河
野
桐
谷
「
二
科
の
諸
作
」『
美
術
新
報
』
第
十
三
巻
第
一
号
（
通
巻
二
三
〇
号
）、
一

九
一
三
年
十
一
月
、
十
四
～
十
五
頁
。

五
八　

橋
本
邦
助
「
作
品
批
評
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
三
年
十
月
十
六
日
。

て
い
る
衣
は
、
全
く
別
種
の
女
性
的
な
欲
望
に
も
訴
え
か
け
る
。
つ
ま
り
、
そ
の

よ
う
な
衣
を
肌
に
纏
う
こ
と
に
対
す
る
欲
望
で
あ
る
。

　

栖
鳳
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
《
ア
レ
夕
立
に
》
で
は
、
舞
の
所
作
の
中
か
ら
立
ち

現
れ
る
「
瞬
間
の
美
」
を
主
題
と
し
つ
つ
、
モ
デ
ル
の
肉
体
の
貧
弱
さ
を
荘
重
に

覆
い
隠
す
衣
の
意
匠
美
に
注
力
し
て
い
た
が
、《
絵
に
な
る
最
初
》
で
は
、
脱
衣

に
伴
う
羞
恥
と
い
う
モ
デ
ル
の
心
理
状
態
を
主
題
と
し
つ
つ
、
再
び
女
体
を
覆
う

衣
の
意
匠
美
に
造
形
的
表
現
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
は
、

文
展
へ
の
出
品
作
と
し
て
の
制
約
か
ら
、
裸
形
の
女
体
を
強
烈
に
想
起
さ
せ
つ
つ

も
女
体
そ
の
も
の
の
描
写
は
回
避
す
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
五
九
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
衣
は
、
単
に
女
体
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
遮
蔽
幕
で

あ
る
に
留
ま
ら
な
い
。
こ
の
十
四
年
後
に
制
作
さ
れ
た
岡
田
三
郎
助
の
《
あ
や
め

の
衣
》（
ポ
ー
ラ
美
術
館
）
や
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
北
野
恒
富
に
よ
る
高
島

屋
の
「
キ
モ
ノ
大
阪
春
季
大
会
」
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
（
原
画
は
高
島
屋
史
料
館
）

の
場
合
と
同
様
に
、
素
肌
の
上
に
纏
わ
れ
た
衣
は
、
描
か
れ
た
女
人
像
に
無
意
識

裡
に
自
己
を
重
ね
合
わ
せ
る
女
性
鑑
賞
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
衣
を
纏
う
こ
と
に

対
す
る
皮
膚
感
覚
を
伴
う
欲
望
を
喚
起
す
る
も
の
と
な
る
。
男
性
鑑
賞
者
に
と
っ

て
は
、
衣
は
女
体
に
対
す
る
欲
望
を
か
き
立
て
る
装
置
と
し
て
機
能
す
る
が
、
女

性
鑑
賞
者
に
と
っ
て
は
、
女
体
の
方
が
衣
に
対
す
る
欲
望
を
か
き
立
て
る
装
置
と

し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
そ
れ
を
当
て
込
ん
だ
よ
う
に
、
こ
の
年
の
十
一

月
に
発
行
さ
れ
た
高
島
屋
の
広
報
誌
『
新
衣
裳
』
は
「
機
敏
な
る
応
用
」
と
称
し

五
九　

文
展
審
査
員
と
し
て
の
栖
鳳
の
立
場
と
裸
体
表
現
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
廣
田
（
二
〇

〇
〇
）
三
一
～
三
二
頁
。



「
有
翼
の
天
女
図
」
十
三
考
　
　
龍
野
有
子

（29）

て
こ
の
作
品
の
衣
に
倣
っ
た
「
栖
鳳
絣
」
を
発
表
し
て
い
る
六
〇
。
そ
こ
で
は
、《
絵

に
な
る
最
初
》
は
些
か
倒
錯
し
た
形
で
、
純
然
た
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ー
ト

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
作
品
を
副
産
物
と
し
て
生
み
出
し
た
六
一
東
本
願
寺
御
影
堂
門
の

天
井
画
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
天
井
画

の
制
作
は
、
副
産
物
と
し
て
の
《
絵
に
な
る
最
初
》
の
存
在
も
相
ま
っ
て
、
飛
天

と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
と
女
性
裸
体
モ
デ
ル
の
結
合
を
周
囲
に
強
く
印
象
づ
け
た
。

そ
の
こ
と
が
、
胸
乳
を
露
わ
に
し
た
半
裸
の
女
体
と
し
て
天
人
を
描
く
と
い
う
構

想
に
少
な
か
ら
ぬ
画
家
を
駆
り
立
て
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

三
、
栖
鳳
周
辺
の
天
人
図
群

　

栖
鳳
の
助
手
と
し
て
東
本
願
寺
の
天
井
画
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
土
田
麦
僊

が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
の
第
八
回
文
展
に
出
品
し
た
《
散
華
》（
大
阪

中
之
島
美
術
館
、
図
⑧
）
は
、《
絵
に
な
る
最
初
》
と
は
全
く
異
な
っ
た
意
味
で
、

や
は
り
東
本
願
寺
の
天
井
画
の
派
生
作
品
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
作
品
は
、
散
華

し
つ
つ
踊
る
二
体
の
天
人
を
描
い
た
六
曲
一
隻
の
屏
風
と
、
こ
れ
よ
り
も
僅
か
に

背
が
低
く
各
扇
の
幅
が
広
い
二
曲
二
隻
の
屏
風
の
各
扇
に
一
体
ず
つ
の
僧
形
供
養

六
〇　
「
栖
鳳
絣　

当
店
の
機
敏
な
る
応
用
」『
新
衣
裳
』
十
二
年
十
二
の
巻
、
高
島
屋
、
一
九

一
三
年
十
一
月
、
三
一
頁
お
よ
び
表
紙
。
実
際
に
商
品
化
さ
れ
た
栖
鳳
絣
に
つ
い
て
は
、
京

都
市
京
セ
ラ
美
術
館
編
『
竹
内
栖
鳳
―
破
壊
と
創
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
青
幻
舎
、二
〇
二
三
年
、

八
五
頁
。

六
一　

栖
鳳
が
第
十
一
回
文
展
に
出
品
し
た
《
日
稼
》
も
ま
た
天
井
画
制
作
の
副
産
物
で
あ
る

が
、
こ
の
作
品
は
本
論
の
文
脈
に
は
関
係
し
な
い
。

者
を
描
い
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
三
幅
対
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
中
幅
の
天

人
は
飛
行
し
て
は
い
な
い
た
め
飛
天
と
は
呼
び
が
た
い
も
の
の
、
そ
の
恍
惚
と
し

た
表
情
や
上
半
身
の
動
き
は
東
本
願
寺
の
天
井
画
の
飛
天
像
か
ら
直
接
派
生
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
一
向
に
完
成
を
見
る
気
配
の
な
い
天
井
画

に
業
を
煮
や
し
た
か
の
よ
う
に
、
麦
僊
が
自
ら
の
新
た
な
構
想
の
も
と
に
天
人
を

描
き
直
そ
う
と
し
た
も
の
と
知
れ
る
。
こ
の
天
人
を
描
く
た
め
に
、
麦
僊
は
新
た

な
女
性
モ
デ
ル
を
求
め
る
新
聞
広
告
を
出
し
て
お
り
六
二
、
栖
鳳
に
よ
る
天
井
画
か

ら
独
立
し
た
形
で
自
身
の
女
体
研
究
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

他
方
、
二
曲
二
隻
に
描
か
れ
た
僧
形
供
養
者
は
、
平
安
末
期
の
仏
画
『
倶
舎
曼

荼
羅
』（
東
大
寺
）
に
想
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
古
画
研
究
の
成
果
と
し

て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
仏
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
擬
態

が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、
三
隻
の
屏
風
に
よ
っ
て
西
欧
の
開
閉

式
三
連
祭
壇
画
の
形
式
も
が
擬
態
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
供
養
者
を
従
え
て
中

央
部
に
君
臨
し
て
い
る
の
は
主
尊
た
る
べ
き
仏
菩
薩
の
姿
で
は
な
く
、
天
女
の
裸

踊
り
で
あ
る
。
こ
の
天
女
た
ち
は
、
裳
を
着
け
て
空
中
を
飛
遊
す
る
栖
鳳
の
飛
天

群
と
は
異
な
り
、
緋
袴
を
着
け
、
地
に
足
を
着
け
て
踊
っ
て
お
り
、
胸
乳
も
露
わ

に
乱
舞
す
る
姿
は
、
い
か
に
も
地
上
的
な
肉
感
性
を
備
え
て
い
る
。『
美
術
新
報
』

の
評
者
砂
上
戯
樓
は
「
藤
原
以
前
の
古
画
研
究
か
ら
得
た
細
い
強
い
線
を
用
ゐ
た

と
こ
ろ
は
、
確
か
に
、
画
品
を
保
つ
上
に
有
効
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
六
三
が
、

六
二　
『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
一
四
年
六
月
十
六
日
。

六
三　

煙
無
形
、
笙
、
蕎
、
黒
麟
、
砂
上
戯
樓
「
第
八
回
文
展
合
評
」『
美
術
新
報
』
第
十
四

巻
第
一
号
、
一
九
一
四
年
十
一
月
、
四
九
頁
。
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流
麗
な
描
線
で
描
か
れ
た
天
人
は
、
ま
る
で
「
そ
れ
こ
そ
が
日
本
東
洋
絵
画
の
伝

統
で
あ
る
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
解
剖
学
的
な
人
体
構
造
を
欠
い
て
お
り
、
滑
ら

か
な
輪
郭
線
に
包
ま
れ
た
軟
体
動
物
の
よ
う
な
女
体
が
満
面
に
喜
色
を
湛
え
て
奔

放
に
乱
舞
す
る
様
は
、
ア
ン
グ
ル
の
《
ト
ル
コ
風
呂
》
さ
え
顔
色
な
か
ら
し
め
る
。

　

こ
の
作
品
を
洋
画
家
の
里
見
勝
蔵
（
一
八
九
五
～
一
九
八
一
）
は
「
将
に
三
十

歳
の
健
康
な
麦
僊
が
青
春
の
歓
喜
に
踊
り
狂
い
つ
つ
、
身
に
あ
ふ
れ
る
精
液
を
四

方
に
ま
き
散
ら
し
て
い
る
様
な
パ
シ
オ
ネ
イ
ト
な
美
し
い
作
品
」
と
後
に
評
し
て

い
る
六
四
。
麦
僊
は
、こ
れ
に
先
立
つ
《
島
の
女
》（
明
治
四
十
五
年
、第
六
回
文
展
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
）
や
《
海
女
》（
大
正
二
年
、
第
七
回
文
展
、
京
都
国
立

近
代
美
術
館
）で
は
ゴ
ー
ガ
ン
風
の
南
洋
趣
味
と
総
合
主
義
、《
散
華
》の
後
の《
湯

女
図
》（
大
正
七
年
、
第
一
回
国
画
創
作
協
会
展
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）
で

は
近
世
初
期
風
俗
画
風
の
主
題
に
ル
ノ
ワ
ー
ル
風
の
女
人
像
と
、
古
今
東
西
の
先

行
作
例
に
想
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
女
体
の
持
つ
官

能
性
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
そ
の
原
点
は
岡
田
み
ど
り
を
モ
デ
ル
に
用
い
た

《
髪
》
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
起
点
に
女
体
を
描
く
た
め
の
主
題
的
な
口
実

と
造
形
手
法
を
求
め
て
、
平
明
な
写
生
か
ら
ポ
ス
ト
印
象
派
、
印
象
派
、
近
世
初

期
風
俗
画
へ
と
多
様
な
参
考
作
例
を
貪
欲
に
渡
り
歩
く
途
上
で
、
平
安
末
の
仏
画

に
も
想
を
求
め
て
制
作
さ
れ
た
の
が
《
散
華
》
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

麦
僊
と
同
様
に
東
本
願
寺
の
天
井
画
の
助
手
を
務
め
た
西
山
翠
嶂
が
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
の
第
一
回
帝
展
に
出
品
し
た
六
曲
一
双
の
《
春
霞
》（
京
都
国
立
近

代
美
術
館
、
図
⑨
）
も
半
裸
の
天
人
を
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
主
題
は
多
分

六
四　

里
見
勝
蔵
「
麦
僊
論
」『
美
術
』
第
十
三
巻
七
号
、
一
九
三
八
年
七
月
、
一
四
頁
。

に
曖
昧
で
あ
る
。
青
空
を
透
か
し
見
せ
る
金
泥
の
霞
の
中
、
天
衣
を
翻
し
な
が
ら

立
位
で
飛
行
す
る
天
人
の
宝
冠
を
伴
う
結
髪
や
瓔
珞
は
菩
薩
形
に
倣
っ
た
形
で
あ

る
が
、
画
面
下
部
に
は
松
原
の
あ
る
砂
州
と
水
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
飛
翔
す
る

天
人
と
海
辺
の
松
原
の
組
み
合
わ
せ
は
、
仏
教
的
な
聖
衆
と
し
て
の
飛
天
よ
り
も

羽
衣
説
話
へ
の
接
近
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
半
裸
の
天
人
像

そ
れ
自
体
は
、
や
は
り
東
本
願
寺
の
天
井
画
制
作
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
て
よ

い
。
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
の
大
下
絵
六
五
に
は
全
裸
像
の
輪
郭
が
明
確
に

描
か
れ
て
お
り
、
写
生
に
基
づ
く
女
体
研
究
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
。

　

東
本
願
寺
の
天
井
画
制
作
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
や
は
り
栖
鳳
の
門

下
で
あ
っ
た
入
江
波
光
（
一
八
八
七
～
一
九
四
八
）
も
、大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

の
掛
幅
《
浄
天
》（
福
田
美
術
館
、
図
⑩
）
で
一
対
の
飛
天
を
描
い
て
い
る
。
縦

長
の
画
面
に
立
位
で
飛
行
す
る
姿
で
描
か
れ
た
天
人
の
一
体
は
横
笛
を
奏
で
、
も

う
一
体
は
合
掌
す
る
。
た
だ
し
、
構
造
的
な
人
体
把
握
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生

身
の
女
体
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。下
半
身
を
覆
う
異
様
な
ま
で
に
長
大
な
裳
も
、生
々

し
い
肉
体
の
存
在
を
希
薄
化
さ
せ
て
い
る
。
画
家
は
栖
鳳
流
の
写
生
主
義
を
排
し

て
独
自
の
様
式
化
を
試
み
る
こ
と
で
、
麦
僊
や
翠
嶂
と
は
異
な
っ
た
方
向
性
を
模

索
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
栖
鳳
の
直
弟
子
た
ち
の
反
応
と
並
ん
で
、
大
正
期
の
京
都
で
は
洋
画
家

の
寺
松
国
太
郎
（
一
八
七
六
～
一
九
四
三
）
も
散
華
奏
楽
の
飛
天
を
幾
度
か
描
い

て
い
る
。
寺
松
は
東
京
で
小
山
正
太
郎
の
不
同
舎
に
学
ん
だ
後
、
郷
里
岡
山
の
閑

六
五　
『
西
山
翠
嶂
―
知
ら
れ
ざ
る
京
都
画
壇
の
巨
匠
―
』
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
、
二
〇
一

八
年
、
八
三
頁
、S-11
。
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谷
中
学
校
の
美
術
教
師
を
経
て
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
浅
井
忠
が

開
設
し
た
関
西
美
術
院
に
入
り
、
栖
鳳
門
下
の
千
種
掃
雲
（
一
八
七
三
～
一
九
四

四
）
ら
と
と
も
に
学
ん
で
お
り
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
浅
井
の
没

後
に
第
三
代
院
長
と
な
っ
た
鹿
子
木
孟
郎
の
委
嘱
で
教
授
職
に
就
い
て
い
る
。
鹿

子
木
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
に
独
断
で
関
西
美
術
院
の
校
舎
拡
張
と
日

本
画
部
の
新
設
を
発
表
す
る
も
、
顧
問
の
中
沢
岩
太
ら
の
猛
反
発
を
受
け
て
二
か

月
後
に
は
院
長
を
辞
し
て
お
り
、
日
本
画
部
の
創
設
は
お
流
れ
と
な
る
が
、
京
都

で
は
東
京
以
上
に
日
本
画
家
と
洋
画
家
の
相
互
交
流
が
活
発
だ
っ
た
。

　

寺
松
は
文
展
に
度
々
裸
婦
像
を
出
品
し
て
お
り
六
六
、
裸
婦
像
は
彼
の
主
要
な
制

作
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
文
展
へ
の
出
品
作
は
い
ず
れ
も
ポ
ー
ズ

を
取
る
女
性
像
を
自
然
主
義
的
に
描
い
た
風
俗
主
題
の
範
疇
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
《
乙
女
散
華
の
図
》（
個
人
蔵
、図
⑪
）

は
広
義
の
歴
史
物
語
主
題
な
い
し
構
想
画
の
範
疇
に
入
る
。
蓬
髪
を
な
び
か
せ
て

散
華
し
つ
つ
空
中
を
駆
け
る
半
裸
の
女
体
は
、
対
象
を
愚
直
に
再
現
す
る
旧
派
洋

画
然
と
し
た
重
量
感
と
肉
感
性
を
見
せ
つ
け
る
が
、
こ
の
前
年
の
第
七
回
文
展
で

三
等
賞
を
獲
得
し
た
《
櫛
》（
福
富
太
郎
蒐
集
）
の
垂
れ
乳
の
裸
婦
像
に
比
べ
れ
ば
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
彫
刻
に
淵
源
を
持
つ
西
欧
流
の
古
典
的
な
女
性
裸
体
像
の
類
型
に
接

近
し
て
い
る
と
は
言
え
る
。

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月
の
第
一
回
聖
徳
太
子
奉
讃
美
術
展
覧
会
に
出

品
さ
れ
た
《
天
籟
》（
岡
山
県
立
美
術
館
、
図
⑫
）
で
は
、《
乙
女
散
華
の
図
》
と

六
六　
《
眠
れ
る
女
》（
第
二
回
文
展
）、《
か
げ
の
ひ
と
》（
第
四
回
文
展
）、《
銅
瓶
》
お
よ
び
《
髪
》

（
第
五
回
文
展
）、《
櫛
》（
第
七
回
文
展
）。

同
様
の
鈍
重
な
女
体
が
群
を
な
し
、
奏
楽
し
な
が
ら
雲
中
を
遊
泳
し
て
お
り
、
風

景
画
や
静
物
画
、
裸
婦
や
肖
像
を
含
む
人
物
画
と
い
っ
た
自
然
主
義
的
な
出
品
作

品
が
大
多
数
を
占
め
た
洋
画
部
の
中
で
は
異
彩
を
放
っ
て
い
た
六
七
。
ま
た
、
画
面

左
下
に
小
さ
く
描
か
れ
た
仏
塔
を
含
む
地
上
の
風
景
は
、
知
恩
院
の
早
来
迎
や
高

野
山
有
志
八
幡
講
十
八
箇
院
の
来
迎
図
な
ど
へ
の
接
近
を
示
し
て
お
り
、
画
家
が

聖
徳
太
子
奉
讃
展
へ
の
出
品
に
当
た
っ
て
来
迎
表
現
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
六
八
。

　

こ
の
飛
天
群
像
の
う
ち
右
下
で
背
を
向
け
て
笙
を
吹
く
天
人
像
は
、《
天
籟
》

に
先
立
つ
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
そ
れ
だ
け
を
単
独
で
描
い
た
作
品
（
個

人
蔵
）
六
九
も
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
形
態
は
寺
松
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

に
制
作
し
た
《
サ
ロ
メ
》（
倉
敷
市
立
美
術
館
）
の
女
人
像
を
背
面
か
ら
眺
め
た

形
に
お
お
む
ね
相
当
す
る
。
大
正
期
の
演
劇
界
に
お
け
る
サ
ロ
メ
・
ブ
ー
ム
と
そ

の
余
波
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
触
れ
る
が
、「
薄
衣
を
翻
し
て
半
裸
で
舞
う

女
」
と
し
て
の
サ
ロ
メ
像
が
天
衣
を
翻
し
て
歌
舞
散
華
す
る
天
人
像
に
重
ね
ら
れ

る
余
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
七　

洋
画
部
の
三
九
六
点
の
う
ち
構
想
画
的
な
作
品
は
、
寺
松
の
《
天
籟
》（
出
品
番
号
二

七
七
）
の
ほ
か
、中
村
不
折
《
山
高
月
小
》（
同
一
六
八
）、中
村
顕
太
郎
《
羅
浮
仙
（
習
作
）》

（
同
一
七
〇
）、
小
柴
錦
侍
《CARM

IN
A D

IVIN
A

》（
同
二
四
九
）、
小
糸
源
太
郎
《
薬
草

園
》（
同
二
五
一
）、河
野
通
勢
《
蒙
古
襲
来
之
図
（
未
完
成
）》（
同
二
七
一
）、寺
崎
武
男
《
観

音
化
身
上
宮
太
子
（
壁
画
）》（
同
二
七
五
）
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
寺
松
自
身
、
自
然
主

義
的
な
《
裸
婦
》（
同
二
七
八
）
も
出
品
し
て
い
る
。

六
八　

藤
田
と
も
『
明
治
期
・
大
正
期
の
絵
画
に
お
け
る
寺
松
国
太
郎
《
天
籟
》
の
位
置
付
け
』

二
〇
二
四
年
度
岡
山
大
学
文
学
部
人
文
学
科
芸
術
学
・
美
術
史
分
野
卒
業
論
文
。

六
九　
『
郷
土
作
家
展
第
八
回　

寺
松
国
太
郎
・
吉
田
苞
』 

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一

九
七
九
年
、
十
五
頁
、
出
品
番
号
㉕
《
天
女
》。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
六
十
号
（
二
〇
二
五
・
十
二
）

（32）

　

寺
松
に
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
制
作
年
未
詳
の
飛
天
図
が
一
点
あ
る
（
き
び
美

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
七
〇
。
そ
の
輪
郭
は
《
天
籟
》
の
右
奥
の
天
人
像
と
ほ
ぼ
同
一
で
、

花
弁
が
舞
い
散
る
中
、
左
手
に
花
を
持
っ
て
遊
泳
姿
勢
で
舞
い
降
り
る
天
人
は
、

結
い
上
げ
た
髪
に
宝
冠
を
着
し
、
耳
璫
、
瓔
珞
、
臂
釧
腕
釧
に
細
い
天
衣
と
裳
を

着
け
た
菩
薩
形
だ
が
、
裳
は
ほ
ぼ
透
明
で
あ
る
た
め
、
実
質
的
に
は
全
裸
像
に
近

い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
松
に
よ
る
こ
れ
ら
一
連
の
飛
天
図
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
栖
鳳
の
《
飛
天
舞

楽
図
》
に
対
す
る
洋
画
家
と
し
て
の
応
答
で
あ
っ
た
。
裸
婦
像
を
自
ら
の
本
領
と

す
る
洋
画
家
に
と
っ
て
飛
天
と
い
う
主
題
は
、
裸
婦
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
に
単
な

る
自
然
主
義
的
な
描
写
を
超
え
た
意
義
を
賦
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
裸

婦
像
と
い
う
外
来
の
造
形
課
題
を
在
来
の
伝
統
的
画
題
に
適
用
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

四
、
近
代
的
な
仏
教
美
術
研
究
へ
の
接
近
と
様
式
化
へ
の
志
向

　

仏
教
的
図
像
を
利
用
し
て
豊
満
な
女
体
を
描
く
と
い
う
方
法
論
か
ら
は
、
飛
天

以
外
に
も
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
第
十
回
文
展
で
特
選
と
な
っ
た
結
城
素

明
（
一
八
七
五
～
一
九
五
七
）
の
《
歌
神
図
》（
株
式
会
社
ヤ
マ
タ
ネ
、
図
⑬
）

の
よ
う
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
で
は
天
竜
八
部
衆
の
一
つ

と
さ
れ
る
半
人
半
鳥
の
音
楽
神
キ
ン
ナ
リ
（kinnari, 

緊
那
羅
）
を
描
い
た
も
の

で
あ
り
、
翼
が
人
身
部
の
背
面
上
部
で
は
な
く
腰
部
に
接
続
さ
れ
て
い
る
の
は
イ

ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
の
キ
ン
ナ
リ
像
の
定
型
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
当
時

七
〇　

同
一
頁
、
出
品
番
号
㉗
《
天
女
》。

に
「
印
度
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
画
か
ら
抜
け
出
し
た
画
」
と
評
さ
れ
た
七
一
ほ
か
、
天

平
美
術
や
ヒ
ン
ド
ゥ
教
美
術
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
七
二
、
結
城
が
参
照
し

た
可
能
性
の
高
い
作
例
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
全
域
の
仏
教
美
術
に
関
す
る
随
一
の

概
説
書
と
し
て
長
く
参
照
さ
れ
続
け
た
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
『
イ
ン
ド
の
仏

教
美
術
』（
一
八
九
三
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
近
代
シ
ャ
ム
画
派
に
よ
る
細
い
樹
木

に
手
を
触
れ
る
キ
ン
ナ
リ
像
（
図
⑭
）
七
三
も
加
え
ら
れ
る
。

　

結
城
素
明
は
岡
倉
天
心
を
介
し
て
川
端
玉
章
の
天
真
堂
（
天
真
社
）
に
学
び
、

東
京
美
術
学
校
の
日
本
画
科
と
西
洋
画
科
の
双
方
で
修
学
し
た
後
、
美
校
日
本
画

科
の
助
教
授
を
経
て
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
教
授
と
な
っ
て
お
り
、《
歌

神
図
》
の
発
表
に
先
立
つ
大
正
五
年
の
五
月
に
は
鏑
木
清
方
ら
と
と
も
に
金
鈴
社

を
創
設
し
て
い
る
。
清
方
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
第
二
回
帝
展
に
妖
艶
な

肉
感
性
を
備
え
た
（
し
か
し
構
造
的
な
人
体
把
握
の
面
で
は
大
い
に
難
の
あ
る
）

人
魚
を
描
い
た
《
妖
魚
》（
福
富
太
郎
蒐
集
）
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
結

城
の
《
歌
神
図
》
で
は
、
肉
感
的
な
官
能
性
志
向
が
西
洋
画
科
仕
込
み
の
堅
実
な

人
体
把
握
と
イ
ン
ド
趣
味
に
立
脚
し
た
様
式
化
へ
の
志
向
性
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
官
能
性
志
向
と
様
式
化
志
向
が
綯
い
交
ぜ
と
な
っ
た
女
体
へ
の
接
近
は
、

そ
れ
ら
二
つ
の
志
向
性
を
繋
ぐ
動
機
と
し
て
の
イ
ン
ド
趣
味
と
も
ど
も
、《
妖
魚
》

七
一　

△
□
○
合
評
「
文
展
日
本
画
評
」『
日
本
及
日
本
人
』
六
九
二
号
、一
九
一
六
年
十
一
月
、

一
一
九
頁
。

七
二　

横
山
秀
樹
「《
歌
神
図
》
解
説
」『
大
正
期
の
日
本
画
―
金
鈴
社
の
五
人
展
』
図
録
、
練

馬
区
立
美
術
館
、
一
九
九
五
年
、
一
七
二
頁
。

七

三　

A
lbert G

rünw
edel 

（1856-1935

）, Buddhistische K
unst in Indien, W

. 
Spem

ann, Berlin, 1893, S. 45, N
r. 16.



「
有
翼
の
天
女
図
」
十
三
考
　
　
龍
野
有
子

（33）

の
発
表
と
同
年
の
第
三
回
国
画
創
作
協
会
展
に
出
品
さ
れ
た
村
上
華
岳
（
一
八
八

八
～
一
九
三
九
）
の
《
裸
婦
図
》（
山
種
美
術
館
）
に
一
脈
通
じ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、《
歌
神
図
》
と
同
じ
第
十
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
三
井
萬
里
（
一

八
八
六
～
一
九
六
一
）
の
《
雲
雀
山
》
六
曲
一
双
（
図
⑮
）
の
左
隻
に
描
か
れ
た

肌
の
色
を
異
に
す
る
一
対
の
散
華
す
る
飛
天
は
、
こ
れ
ら
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

右
隻
に
は
雲
雀
山
の
山
中
で
死
を
覚
悟
し
極
楽
往
生
を
願
っ
て
読
経
す
る
中
将
姫

と
、
そ
の
信
仰
心
の
深
さ
に
心
打
た
れ
て
姫
を
匿
う
こ
と
に
な
る
刺
客
の
姿
が
描

か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
左
隻
の
飛
天
は
姫
の
信
仰
の
篤
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
官
能
性
は
抑
制
さ
れ
る
べ
き
要
素
と
な
る
。
実
際
、
三
井
が
描

い
た
飛
天
の
造
形
は
生
身
の
女
体
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
も
っ
ぱ
ら
古
画
研
究
に
立

脚
し
た
様
式
性
と
装
飾
性
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　

肌
の
色
を
異
に
す
る
一
対
の
飛
天
と
い
う
形
式
は
、
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
と
ア
プ
サ

ラ
ス
を
男
女
一
対
で
表
す
グ
プ
タ
朝
の
ミ
ト
ゥ
ナ
的
な
図
像
に
淵
源
を
持
つ

が
七
四
、
性
差
を
明
示
す
る
イ
ン
ド
的
な
身
体
造
形
は
西
域
を
経
由
す
る
過
程
で
抽

象
化
さ
れ
、
中
華
文
化
圏
で
は
男
女
一
対
が
と
も
に
中
性
化
を
経
た
後
に
女
性
化

傾
向
を
強
め
て
ゆ
く
。
本
邦
に
お
い
て
は
法
隆
寺
金
堂
内
陣
小
壁
に
描
か
れ
た
十

面
十
対
の
飛
天
が
そ
の
直
系
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
が
、
三
井
が
採
用
し
た
肌

の
色
を
明
確
に
異
に
す
る
対
の
形
式
は
、
法
隆
寺
壁
画
よ
り
も
キ
ジ
ル
千
仏
洞
第

八
窟
（
十
六
剣
士
洞
）
の
壁
画
な
ど
、
男
女
一
対
の
形
式
の
名
残
を
留
め
る
西
域

の
作
例
に
接
近
し
て
い
る
。
西
域
の
仏
教
的
造
形
物
に
関
す
る
研
究
は
、
英
露
の

七
四　

林
温
『
日
本
の
美
術
三
三
〇　

飛
天
と
神
仙
』
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
十
一
月
、
二
二

頁
。

グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
を
背
景
に
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
急
速

に
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
か
ら
も
西
本
願
寺
第
二
十
二
代
門
主
大
谷
光
瑞
の
率

い
る
探
検
隊
が
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
三
次
に
わ
た
る
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
た
が
、
キ
ジ
ル
第
八
窟
の
飛
天
像
群
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ュ
ン

ヴ
ェ
ー
デ
ル
が
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
行
っ
た
西
域
探
査
の
報

告
書
『
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
古
代
仏
教
遺
跡
』（
一
九
一
二
）
に
肌
色
の
差

異
を
明
示
す
る
概
略
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
⑯
）
七
五
。
三
井
の
飛
天
は
こ
う

し
た
近
代
的
な
仏
教
美
術
研
究
の
成
果
を
取
り
込
み
つ
つ
、
古
画
に
倣
っ
た
様
式

化
を
強
く
志
向
す
る
古
典
主
義
的
な
傾
向
に
接
近
し
て
い
る
。

　

横
山
大
観
（
一
八
六
八
～
一
九
五
八
）
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
制
作
し

た
三
幅
対
《
天
女
》（
メ
ナ
ー
ド
美
術
館
、
図
⑰
）
の
天
人
も
古
典
主
義
的
な
系

譜
に
属
す
る
も
の
と
言
え
る
が
、
こ
こ
で
は
富
嶽
と
松
林
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
的
な
聖
衆
で
は
な
く
謡
曲
『
羽
衣
』
の
天
人
を
表
す
も
の

と
な
る
。
二
年
後
に
日
下
八
光
（
一
八
九
九
～
一
九
九
六
）
が
制
作
し
た
《
羽
衣

之
図
》
一
幅
（
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
）
も
同
工
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は
イ

ン
ド
起
源
の
飛
天
像
が
そ
の
ま
ま
羽
衣
説
話
の
天
人
に
読
み
替
え
ら
れ
て
お
り
、

「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
は
退
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
既
に
明

治
後
期
に
は
現
れ
始
め
て
い
た
が
七
六
、
大
正
期
以
降
、
そ
れ
は
一
層
加
速
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
。

七
五　

Albert G
rünw

edel, Altbuddhistische K
ultstätten in Chinesisch- Turkistan, 

G
eorg Reim

er, Berlin, 1912, S. 51, Fig. 100.

七
六　

拙
稿
「「
有
翼
の
天
女
図
」
十
一
考
―
明
治
後
期
の
諸
相
」『
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学

研
究
科
紀
要
』
第
五
七
号
、
二
〇
二
四
年
三
月
。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
六
十
号
（
二
〇
二
五
・
十
二
）

（34）

結
び
に
か
え
て

　
《
絵
に
な
る
最
初
》
と
同
じ
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
月
の
第
七
回
文
展
に

出
品
さ
れ
た
中
澤
弘
光
（
一
八
七
四
～
一
九
六
四
）
の
《
海
苔
と
る
娘
》（
宮
崎

県
立
美
術
館
、
図
⑱
）
は
、
三
保
松
原
に
ほ
ど
近
い
清
水
港
付
近
で
目
に
し
た
養

殖
海
苔
を
収
穫
す
る
娘
の
姿
に
羽
衣
伝
説
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
と
い
う
七
七
。
小

舟
の
上
で
海
苔
の
収
穫
作
業
を
し
な
が
ら
ま
ど
ろ
む
少
女
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、

光
を
含
ん
だ
薄
紅
色
の
雲
気
と
舞
い
散
る
花
々
に
包
ま
れ
て
飛
来
す
る
天
人
は
、

胸
乳
を
露
わ
に
し
た
菩
薩
形
の
着
衣
に
白
い
翼
型
の
羽
衣
を
伴
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
の
羽
衣
は
粗
い
筆
致
と
雲
気
に
紛
れ
て
複
製
図
版
で
は
き
わ
め
て
判
別
し

に
く
い
。
画
面
上
方
に
は
さ
ら
に
三
体
の
天
人
が
朧
気
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
天
人
た
ち
の
羽
衣
も
ま
た
判
別
困
難
で
あ
る
。

　

漁
村
の
娘
の
前
に
天
人
が
降
臨
す
る
と
い
う
構
想
は
、
池
の
畔
で
瞑
想
す
る
尼

僧
の
前
に
観
音
菩
薩
が
顕
現
す
る
情
景
を
描
い
て
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

の
第
三
回
文
展
で
二
等
賞
を
獲
得
し
た
《
お
も
ひ
で
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、

図
⑲
）
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
《
お
も
ひ
で
》
の
観
音
像
が
法
華
寺
の
平
安

初
期
の
木
彫
十
一
面
観
音
像
に
想
を
得
て
い
る
七
八
の
と
は
異
な
り
、
こ
の
天
人

七
七　

作
佐
部
蛍
「《
海
苔
と
る
娘
》
解
説
」『
生
誕
１
４
０
年　

中
澤
弘
光
展
―
知
ら
れ
ざ
る

画
家
の
軌
跡
』
図
録
、
三
重
県
立
美
術
館
、
そ
ご
う
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
四
頁
。

七
八　

こ
の
作
品
は
、
法
華
寺
建
立
に
際
し
て
光
明
皇
后
が
池
に
映
る
観
音
の
姿
を
見
た
と
の

縁
起
譚
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
制
作
途
上
で
歴
史
画
と
し
て
の
構
想
は
放
棄
さ
れ
、

現
代
風
俗
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
所
蔵
の
油
彩
習
作
で
は
、
観
音
像

は
右
腕
が
異
様
な
ほ
ど
長
く
、
法
華
寺
木
彫
像
の
参
照
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
見
て
取
れ
る
。

像
は
明
ら
か
に
生
身
の
女
体
に
立
脚
し
て
い
る
。
中
澤
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇

七
）
の
第
十
一
回
白
馬
会
展
に
出
品
し
た
《
霧
》（
東
京
国
立
博
物
館
）
で
単
独

の
等
身
大
立
像
と
し
て
の
全
裸
女
性
像
を
描
い
て
お
り
、大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

の
第
十
二
回
文
展
に
出
品
し
た
《
か
き
つ
ば
た
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）
で

は
謡
曲『
杜
若
』の
花
の
精
を
半
裸
の
立
像
と
し
て
描
い
て
い
る
。《
海
苔
と
る
娘
》

の
天
人
像
は
、
こ
う
し
た
寓
意
的
な
裸
婦
像
の
試
み
の
途
上
に
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
天
人
像
は
、
翼
型
の
羽
衣
を
背
に
装
着
し
て
飛
行
す
る
天
人
像
の
系
譜
に

連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
彩
な
彩
り
を
排
し
て
白
一
色
の
翼
と
し
て
い
る
点
は

本
多
錦
吉
郎
の
《
羽
衣
天
女
》
と
同
工
で
あ
り
、
水
彩
に
よ
る
横
長
構
図
の
習
作

（
個
人
蔵
）
七
九
で
は
、
娘
に
寄
り
添
う
天
人
の
白
い
翼
型
の
羽
衣
は
よ
り
明
確
に

表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
完
成
作
で
は
、
画
家
は
翼
型
の
羽
衣
を
誇
示
す

る
こ
と
な
く
雲
気
の
中
に
紛
れ
さ
せ
、
そ
の
存
在
感
を
希
薄
な
も
の
に
さ
せ
て
い

る
。
結
果
、
こ
の
作
品
の
天
人
像
は
仏
教
図
像
と
し
て
の
飛
天
像
に
限
り
な
く
接

近
し
て
い
る
。

　

他
方
、
同
じ
第
七
回
文
展
に
白
瀧
幾
之
助
（
一
八
七
三
～
一
九
六
〇
）
が
出
品

し
た
二
連
画
《
羽
衣
》（
但
陽
信
用
金
庫
、
図
⑳
）
は
、
明
確
に
翼
型
の
羽
衣
を

退
け
て
い
る
。
右
翼
に
は
浜
辺
の
松
樹
の
傍
ら
で
俯
い
た
顔
を
両
手
で
覆
っ
て
嘆

く
半
裸
の
天
人
八
〇
、
左
翼
に
は
幅
広
の
白
い
薄
布
を
手
に
し
た
漁
師
が
二
人
の
仲

七
九　
『
生
誕
１
４
０
年　

中
澤
弘
光
展
』
図
録
、
出
品
番
号D

-9

。

八
〇　

こ
の
天
人
像
の
た
め
の
習
作
と
さ
れ
る
全
裸
像
の
油
彩
習
作
が
姫
路
市
立
美
術
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
作
の
細
身
の
天
人
像
と
は
体
型
も
姿
勢
も
異
な
っ
て
い
る
。
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間
と
語
り
合
う
姿
が
描
か
れ
、
左
翼
の
背
景
に
は
松
林
の
彼
方
に
富
嶽
が
遠
望
さ

れ
る
。
天
人
は
上
衣
な
し
で
白
い
裳
と
領
巾
の
み
を
装
着
し
、
角
髪
に
小
さ
な
双

髻
を
結
っ
て
白
珠
を
連
ね
た
髪
飾
り
を
着
け
て
お
り
、
瓔
珞
こ
そ
着
け
て
い
な
い

が
、
基
本
的
に
は
菩
薩
形
に
倣
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

　

こ
こ
で
白
瀧
は
明
確
に
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
を
退
け
て
い
る
。
漁
師

が
手
に
す
る
白
い
薄
布
は
、
高
木
敏
雄
が
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
『
読

売
新
聞
』
に
連
載
し
た
「
家
庭
童
話
新
版
御
伽
草
子
」
の
「
土
形
長
者
」
八
一
で
天

人
が
脱
い
だ
衣
を
形
容
し
て
い
た
「
雪
の
よ
う
に
白
い
、
透
徹
る
や
う
に
奇
麗
な
、

雲
の
や
う
に
軽
い
衣
裳
」
を
彷
彿
さ
せ
る
。
天
人
の
白
い
裳
と
天
衣
も
、
こ
の
白

く
薄
い
布
帛
と
し
て
の
羽
衣
に
呼
応
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
右
田
年
英
（
一
八
六
三
～
一
九
二
五
）
が
大
正
十
年
（
一
九
二

一
）
に
刊
行
し
た
大
判
錦
絵
集
『
年
英
随
筆
』
八
二
の
う
ち
《
羽
衣
》（
図
㉑
）
は
、

背
に
翼
型
の
羽
衣
を
装
着
し
て
胸
前
の
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
富
嶽
と
松
樹

を
眼
下
に
飛
翔
す
る
天
人
を
描
く
。
青
の
結
髪
は
仏
像
の
彩
色
に
倣
っ
た
も
の
だ

が
、
尾
羽
の
な
い
単
色
の
羽
衣
や
左
翼
の
短
縮
法
は
、
明
ら
か
に
本
田
錦
吉
郎
の

《
羽
衣
天
女
》
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、岡
田
三
郎
助
（
一
八
六
九
～
一
九
三
九
）

八
一　

高
木
敏
雄
の
「
土
形
長
者
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
有
翼
の
天
女
図
」
十
一
考
―
明
治

後
期
の
諸
相
」『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
二

四
年
三
月
。

八
二　

年
英
随
筆
刊
行
会
が
同
年
一
月
か
ら
毎
月
二
十
八
日
に
二
種
ず
つ
刊
行
。《
羽
衣
》
の

ほ
か
《
市
原
野
》《
伊
豫
簾
》《
茨
木
》《
論
語
（
加
藤
清
正
）》《
六
歌
仙
》《
六
字
之
旙
（
千

代
女
）》《
鉢
の
木
》《
春
駒
（
大
津
絵
の
内
）》《
布
袋
》《
鎌
倉
武
士
（
大
串
次
郎
）》《
猿
曳
》

《
二
蓋
笠
（
柳
生
又
十
郎
）》《
新
口
村
（
梅
川
忠
兵
衛
）》
の
計
十
四
題
が
確
認
さ
れ
る
。

に
よ
る
大
正
末
年
頃
の
《
天
女
》（
個
人
蔵
、
図
㉒
）
八
三
は
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
フ
リ
ー
ズ
状
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
支
持
体
と
し
て
、
規
則
的
な
鱗
状
の
地
紋

を
施
し
た
金
地
を
背
景
に
、
海
面
を
望
む
砂
浜
に
坐
す
二
人
の
半
裸
の
天
人
を
描

き
、
画
面
右
端
に
は
多
彩
に
彩
ら
れ
た
翼
型
の
羽
衣
を
掛
け
た
松
樹
を
配
し
て
い

る
。

　

右
田
や
岡
田
の
作
品
が
示
す
よ
う
に
、
大
正
期
に
は
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う

意
匠
は
い
ま
だ
完
全
に
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
絵
画
的
表
象
の
領
域
だ
け
で
は

な
く
舞
台
芸
術
の
領
域
に
お
い
て
も
、
大
正
期
に
は
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意

匠
は
い
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
稿
で
改
め
て
取
り
上
げ
る

こ
と
と
す
る
。

八
三　
『
岡
田
三
郎
助
―
エ
レ
ガ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ニ
ッ
ポ
ン
』
展
図
録
、
佐
賀
県
立
美
術
館
、

二
〇
一
四
年
、
出
品
番
号
七
〇
。
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図
①　

竹
内
栖
鳳
《
飛
天
舞
楽
図
》
大
下
絵
全
体
見
取
図

　
　
　
（
川
本
参
江
作
成
）

図
②　

竹
内
栖
鳳
《
散
華
（
金
地
）》

図
③　

竹
内
栖
鳳
《
散
華
（
青
地
）》

図
④　

竹
内
栖
鳳
《
飛
天
舞
楽
図
》
部
分

図
⑤　

竹
内
栖
鳳
《
天
女
》
部
分
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図
⑥　

竹
内
栖
鳳
《
ア
レ
夕
立
に
》

図
⑦　

竹
内
栖
鳳
《
絵
に
な
る
最
初
》

図
⑩　

入
江
波
光
《
浄
天
》

図⑧　土田麦僊《散華》

図⑨　西山翠嶂《春霞》

図
⑪　

寺
松
国
太
郎
《
乙
女
散
華
の
図
》

図
⑫　

寺
松
国
太
郎
《
天
籟
》



岡
山
大
学
大
学
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文
化
科
学
研
究
科
紀
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十
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（
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〇
二
五
・
十
二
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図
⑬　

結
城
素
明
《
歌
神
図
》

図
⑭　

近
代
シ
ャ
ム
画
派
《
キ
ン
ナ
リ
》

図⑮　三井万里《雲雀山》

図⑯　キジル第八窟壁画概略図図⑰　横山大観《天女》
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